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回の城 口 lt(1)の 後イし14り 用して (0,‐推lレ ギーt(0)・ね
'レ
ギL

tミ ケ短■とりり、して、ヽる。

12

□んの回
^め

に、巧贅晉れャに霊銃ネ及と
e曰 木及t＼ ス.EE―ター)tっ カミぐと、■―ターヵや

回 った。

い)し |ず 5`く モーターt回 したイ灸、■ケF木及t犠え気
すろと、とけてぃた。このことから、イ可という/ttイヒ
パ 1ヽ1ミ フたとぃたろが、

( イヒにつたィヒ

(2)じ矢の矢の①、O ttあ マ|ま まる首深t亀 り
.

①(イし学 )O(電 気

(3'回 の5すよう乏Zt旬 とぃうヵ＼・

tリ ソ尺の矢li t3)■ っくるための 条イ十1ミ フし、■盛」べ`た1の く"あ ろ

t )1ミ あては■6ち 象ゃ 写矢4色 t宅 け.

電解 )咳 の水洗たと(2)4を数の金るハ`
決ζである

(♭ )伽 ネ1と フ ケ ネ反のか わりに用 しヽた 漢 .¬量九 tyり 共セ Z

の11、 〕矢のア～■のヽ`久か. すへ"マ 運:バヽ

ア 鋼板 と鋼板 イ 亜鉛板 と亜鉛板

ウ 鋼板 とアルミ手ウム板  エ マグネシウムリボンと鉄板

電 〕セ

モーター

Qウ・工


